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今月の表紙
安全・安心を誓う

　10月12日、消防団の設
立60周年記念大会が結ス
テーション周辺で開催さ
れました。岐阜県郡上市や
揖斐川町、福井市、坂井市
の消防団も参加し、古式消
防隊の演技やはしごとび
の披露、一斉放水が行われ
ました。

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

　

今
年
９
月
末
ま
で
の
県
内
で
の

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺

の
被
害
は
、
35
件
発
生
し
、
被
害

額
は
約
１
億
９
４
０
８
万
円
に
及

び
ま
す
。
被
害
は
、
昨
年
の
同
時

期
に
比
べ
10
件
、
４
７
５
０
万
円

余
り
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
被
害
が
多

く
、
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

最
近
で
は
、
現
金
を
だ
ま
し
取

る
方
法
と
し
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金

自
動
預
払
機
）で
振
り
込
ま
せ
る

方
法
に
加
え
て
、
犯
人
が
自
宅
な

ど
に
取
り
に
来
る
方
法
、
レ
タ
ー

パ
ッ
ク
や
宅
配
便
な
ど
で
送
ら
せ

る
方
法
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
今
年
に
な
っ
て
か

ら
高
齢
者
が
特
殊
詐
欺
に
よ
っ
て

７
５
０
万
円
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る

と
い
う
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭
っ
た
人

の
多
く
は「
自
分
は
犯
罪
に
遭
わ

な
い
か
ら
大
丈
夫
と
思
っ
て
い

た
」と
話
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
自
分
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば

大
丈
夫
」、「
い
ろ
い
ろ
用
心
し
て

い
る
か
ら
大
丈
夫
」と
い
う
自
信

だ
け
で
は
犯
罪
か
ら
自
分
を
守
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
自
分
は

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」、「
も
し
か
し

た
ら
被
害
に
遭
う
か
も
」と
気
持

ち
を
切
り
替
え
、
警
戒
心
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

　

身
の
回
り
で
不
審
電
話
な
ど
の

お
か
し
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
迷
わ

ず
に
１
１
０
番
や
大
野
警
察
署

（
☎
65
・
０
１
１
０
）に
通
報
し
ま

し
ょ
う
。

問　

消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
市
民
生
活
課
内

　

☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
９
３
）

      今月の国民の祝日

　３日月　文化の日
  23日日　勤労感謝の日

　　 国旗を掲げましょう

忘
れ
な
い
で
警
戒
心
！

　

市
役
所
職
員
な
ど
を
名
乗
り
、
医
療
費
や
保
険
料
な
ど
の
還
付
金
の
手
続
き
と
称
し
て
、
現
金
を
だ
ま

し
取
る「
還
付
金
詐
欺
」が
市
内
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
か
ら
の
電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預

払
機
）の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
と
き
は
詐
欺
の
可
能
性
が
高
い
の
で
、
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
や

警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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11
月
17
日
月
か
ら
、
市
民
生
活

課
の
窓
口
に
自
動
音
声
案
内
で
順

番
を
知
ら
せ
る「
窓
口
番
号
案
内

シ
ス
テ
ム
」を
導
入
し
ま
す
。

　

住
民
票
の
写
し
の
交
付
や
証
明

書
の
交
付
、
転
入
、
転
居
な
ど
の

手
続
き
を
す
る
人
が
順
番
を
把
握

で
き
、
安
心
し
て
待
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
生
活
課
窓
口
で
手
続
き
を

す
る
と
き
は
、
ロ
ビ
ー
の
発
券
機

で
番
号
券
を
取
り
、
番
号
を
呼
ば

れ
る
ま
で
待
ち
ま
す
。（
証
明
書

な
ど
が
必
要
な
人
は
、
申
請
書
を

記
入
し
て
待
ち
ま
す
）

問　

市
民
生
活
課

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
４
）

声
に
出
し
て
身
に
付
け
よ
う

高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策

【高齢ドライバー安全運転のポイント】

い　いつもすいてる交差点。でも、しっかり安全確認！

つ　ついウッカリ・・・、は事故直結！

も　もう少し・・・と無理せず、迷わず休憩を！

の　のんだら乗らない！乗るなら飲まない！

み　み込み右折は、事故のもと！

ち　ちょっと不安・・・と感じたら、高齢運転者マーク！

で　できるだけ、運転控えて夜の道！

も　もしものときのシートベルト！

【歩行者・自転車の交通安全のポイント】

げ　げんかんでたら、安全確認！

ん　ん～・・・、と迷ったときは、渡らない！

き　きちんと渡ろう「横断歩道」！

で　でん動車いす、歩行者と同じルールで！

な　なん回でも、渡り終わるまで、右・左！

が　がまん１分、ケガ一生！

い　いち時停止は絶対守ろう！

き　きらっ！と光る反射材！

窓
口
番
号
案
内
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
す
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市
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
市
内
の
小
中
学
校
か
ら

９
０
３
点
の
応
募
が
あ
り
、
９
月

９
日
に
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
７
点
、
優
秀
賞
14
点
、

秀
作
71
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
最

優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
入
賞
作
品
は
、

市
内
の
量
販
店
な
ど
で
順
次
展
示

し
て
い
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】〈
敬
称
略
〉

廣
田
雅
裕（
上
庄
小
１
年
）　

歸
山

昇
大（
有
終
西
小
２
年
）　

沼
内
風

汰（
有
終
西
小
３
年
）　

村
口
有
羽

（
有
終
南
小
４
年
）　

中
村
彩
翔

（
阪
谷
小
５
年
）　

水
口
智
尋（
有

終
東
小
６
年
）　

村
崎
夏
実（
尚
徳

中
２
年
）

【
優
秀
賞
】〈
敬
称
略
〉

仲
谷
空（
有
終
南
小
１
年
）　

尾
野

新
太（
下
庄
小
１
年
）　

黒
瀬
望
央

（
下
庄
小
２
年
）　

上
村
陸
真（
富

田
小
２
年
）　

反
保
明
日
紀（
有
終

南
小
３
年
）　

市
川
舞
弥（
下
庄
小

３
年
）　

北
川
夏
音（
乾
側
小
４

年
）　

廣
瀬
心
暖（
上
庄
小
４
年
）

石
本
竜
暉（
有
終
西
小
５
年
）　

杉

本
陽
菜（
上
庄
小
５
年
）　

指
岡
真

太
朗（
有
終
西
小
６
年
）　

北
山
遥

子（
乾
側
小
６
年
）　

山
崎
寧
々

（
上
庄
中
１
年
）　

山
田
愛
実（
上

庄
中
１
年
）　

問　

消
防
署
（
☎
66
・
０
１
１
９
）

廣田雅裕さん（１年）の作品歸山昇大さん（２年）の作品沼内風汰さん（３年）の作品

村
口
有
羽
さ
ん（
４
年
）の
作
品

中
村
彩
翔
さ
ん（
５
年
）の
作
品

水
口
智
尋
さ
ん（
６
年
）の
作
品

村
崎
夏
実
さ
ん（
中
学
２
年
）の
作
品

　

青
少
年
健
全
育
成
啓
発
・
図
画

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
大

野
勝
山
両
市
の
小
中
学
校
か
ら

３
８
０
点
の
応
募
が
あ
り
、
９
月

24
日
に
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

市
内
金
賞
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
金
賞
・
銀
賞
の
入
賞
作

品
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
Ｖ

ｉ
ｏ
で
11
月
７
日
金
か
ら
10
日
月

ま
で
展
示
し
ま
す
。

【
金
賞
】〈
敬
称
略
〉

泉
脇
花
穏（
下
庄
小
１
年
）　

前
田

真
緒（
上
庄
小
２
年
）　

高
縄
七
生

（
有
終
南
小
３
年
）　

木
間
来
実（
上

庄
小
４
年
）　

二
谷
真
以（
陽
明
中

１
年
）　

阿
部
凛
伽（
上
庄
中
２
年
）

問　

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政

　

事
務
組
合
（
☎
66
・
６
６
９
０
）

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー

二
谷
真
以
さ
ん（
中
学
１
年
）の
作
品

阿
部
凛
伽
さ
ん（
中
学
２
年
）の
作
品

高縄七生さん（３年）の作品

前
田
真
緒
さ
ん（
２
年
）の
作
品

木間来実さん（４年）の作品

泉
脇
花
穏
さ
ん（
１
年
）の
作
品

市
防
火
ポ
ス
タ
ー

ポスターコンクール入賞者発表
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住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
４つの対策
○逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する
○寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐため、　防炎品を使用する
○火災を小さいうちに消すため、住宅用消火器を設置する
○お年寄りや体の不自由な人を守るため、隣近所の協力体制を作る
問　消防署（☎66・0119）

〇
補
正
予
算
の
概
要

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出
に

そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
１
５
万
３
０
０
０

円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は

１
９
４
億
２
３
６
７
万
５
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
▼
人
口

減
少
対
策
に
係
る
調
査
研
究
や
今

後
の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
事
業

に
１
２
０
万
円
▼
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
導
入
に
伴
う
税
務
や
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
の
シ
ス
テ
ム
構
築
・
改
修
に

１
９
８
１
万
９
千
円
▼
予
防
接
種

法
に
基
づ
く
水
痘
と
成
人
用
肺
炎

球
菌
の
予
防
接
種
に
１
０
５
６
万

円
▼
越
前
お
お
の
農
林
樂
舎
に

米
品
質
評
価
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
費
用
に
５
６
０
万
円
▼「
地

酒
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
」の

啓
発
を
補
助
す
る
費
用
に
88
万

円
▼
中
心
市
街
地
の
活
性
化
な

ど
の
事
業
に
補
助
す
る
費
用
に

１
１
７
万
３
０
０
０
円
▼
観
光
客

を
対
象
に
し
た
結
の
故
郷
お
も
て

な
し
事
業
に
50
万
円
▼
市
内
の
井

戸
水
を
採
取
し
、
地
下
水
の
調
査

を
行
う
経
費
に
１
０
０
万
円
▼
土

砂
災
害
防
止
推
進
事
業
に
50
万

円
▼
越
前
お
お
の
定
住
促
進
事

業
に
１
２
２
５
万
円
▼
台
風
８
号

で
被
災
し
た
市
道
の
復
旧
工
事
に

１
６
５
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〇
奨
学
金
貸
与
条
例
案
を
可
決

　

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
通
う

市
民
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、

ふ
る
さ
と
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促

進
す
る「
大
野
市
結
の
故
郷
奨
学

金
貸
与
条
例
案
」が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

〇
人
事
案
件
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

・
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

　

大
谷
惠
子
（
右
近
次
郎
）

第
３
９
０
回
市
議
会
が
、
９
月
８
日
か
ら
26
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を
含
む
22
議
案
と
陳
情

１
件
、
市
会
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

定 

例 

市 

議 

会

一
般
会
計
に
１
億
８
１
５
万
３
０
０
０
円
を
追
加

秋の全国火災予防運動

もういいかい
火を消すまでは
まあだだよ

　11月９日から15日までの７日間は、「秋の全国火災予防運動」です。これからの季節は空気が乾
燥し、火災が発生しやすい時期となります。気温が下がり、ストーブなどの暖房器具を使用する
ことが多くなりますが、火の取り扱いには十分注意し、火災予防に努めましょう。

防災行政無線　試験放送を２回実施します

〇毎月の試験放送
　日時　11月10日月午前10時～11時の間の５分
　　程度
〇全国一斉の試験放送
　日時　11月28日金午前11時ごろ
内容　上りチャイム音、音声、サイレン、下りチャ
　イム音を組み合わせて、数分程度の内容で114

　カ所に設置している屋外スピーカーから一斉
　に放送
その他　災害が発生する恐れがある場合、試験放
　送は中止します。放送内容が聞こえにくい場合
　は、テレホンサービス（☎66・1127）で確認で
　きます
問　防災防犯課（☎66・1111内線462）

　市では毎月10日に、防災行政無線などの試験放送を実施しています。11月は、毎月の試験放送に加えて、
全国瞬時警報システム（Ｊアラート）の全国一斉試験放送（情報伝達訓練）を行います。

３つの習慣・
４つの対策
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申
込
期
間　

11
月
４
日
火
か
ら
26

　

日
水
ま
で

入
所
資
格　

保
護
者
が
仕
事
や
病

　

気
な
ど
で
保
育
で
き
な
い
子

　

ど
も

申
込
方
法　

保
育
所
入
所
申
込
書

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
希
望

　

す
る
保
育
所
か
福
祉
こ
ど
も
課

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

　

用
紙
は
各
保
育
所
と
福
祉
こ
ど

　

も
課
に
あ
り
ま
す

入
所
決
定　

12
月
に
面
接
と
調
査

　

を
行
い
、
２
月
に
入
所
可
否
を

　

通
知
し
ま
す
。
定
員
超
過
で
希

　

望
の
保
育
所
に
入
所
で
き
な

　

か
っ
た
り
、
入
所
日
が
遅
れ
た

　

り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

保
育
料　

入
所
す
る
子
ど
も
の
年

　

齢
と
父
母
の
所
得
に
応
じ
て
算

　

定
し
、
平
成
27
年
４
月
に
決
定

　

し
ま
す

　

①
２
人
同
時
入
所
の
場
合
、
年

　
　

下
の
子
は
半
額

　

②
３
人
以
上
同
時
入
所
の
場
合
、

　
　

２
番
目
の
子
は
半
額
、
３
番

　
　

目
の
子
は
無
料

　

③
第
一
子
、
第
二
子
の
入
所
に

　
　

関
わ
ら
ず
、
第
三
子
以
降
で
、

　
　

３
歳
未
満
児
の
場
合
、
そ
の

　
　

子
ど
も
の
保
育
料
は
無
料

特
別
保
育　

各
保
育
所
に
直
接
問

　

い
合
わ
せ
て
、
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い

〇
延
長
保
育　

保
護
者
が
仕
事
で

　

遅
く
な
る
場
合
な
ど
に
、
午
後

　

７
時
ま
で
保
育
を
延
長

〇
一
時
預
か
り　

仕
事
の
都
合
や

　

冠
婚
葬
祭
、
病
気
な
ど
で
急
に

　

家
庭
で
の
保
育
が
で
き
な
く

　

な
っ
た
場
合
に
、
一
時
的
に
子

　

ど
も
を
保
育

〇
休
日
保
育　

休
日
に
家
庭
で
保

　

育
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
誓
念

　

寺
保
育
園
で
１
日
保
育

〇
障
害
児
保
育　

心
身
に
障
害
が

　

あ
っ
て
も
、
集
団
生
活
が
で
き

　

る
子
ど
も
を
受
け
入
れ
。
入
所

　

申
し
込
み
時
に
、
保
育
所
か
福

　

祉
こ
ど
も
課
に
相
談

保
育
所
見
学　

随
時
行
っ
て
い
ま

　

す
。
各
保
育
所
に
直
接
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い

広
域
入
所　

市
外
に
勤
務
し
て
い

　

る
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
が

　

あ
る
場
合
、
市
外
の
保
育
所
に

　

入
所
で
き
ま
す
。
福
祉
こ
ど
も

　

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問　

福
祉
こ
ど
も
課

　
（
☎
66
・
６
６
３
１
内
線
１
４
４
）

保
育
所
入
所
・
幼
稚
園
入
園
の
申
し
込
み
受
け
付
け
開
始

保
育
所

病児・病後児を預かります
　病気の子どもや回復期の子どもの預かりとし
て、病児デイケア事業を行っています。市指定
の医療機関で預かり、保護者の子育てと就労の
両立を支援します。ぜひ利用してください。
実施施設　病児デイケア「とちのき」（栃木産婦
　人科医院内）
利用料金　１日2000円（第三子以降で３歳未
　満無料）

対象児童　保育所、幼稚園、３年生までの
　小学生児童
定員　１日当たり病児２人、病後児２人
利用時間　午前８時30分～午後５時30分
　（日、水、祝日を除く）
その他　利用の際は、事前に問い合わせる
問　栃木産婦人科医院 （☎66・2502）

平
成
27
年
度

園　　　名 電　話 所　在　地 定員（人）

（公立）春日保育園 66・4005 日吉町24-6 　75

（公立）あかね保育園 66・5273 水落町7-24 　80

（公立）荒島保育園 66・4257 上野42-17 　30

（公立）阪谷保育園 67・1070 伏石11-14 　25

（公立）和泉保育園 78・2812 朝日25-7 　20

（民間）いとよ保育園 66・3848 清和町710 100

（民間）上庄保育園 64・1217 稲郷43-5 　90

（民間）いなやま保育園 66・0038 篠座94-39 　90

（民間）誓念寺保育園 65・6167 中荒井町２丁目824 120

（民間）亀山保育園 65・1104 水落町3-35 　60

（民間）開成保育園 65・1103 新庄5-15-2 150

（民間）誓念寺中野保育園 65・6166 東中野２丁目603 140

（民間）篠座保育園 65・6570 篠座74-32 　60
※定員は変更になる場合があります

保育所一覧
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申
込
期
間　

11
月
４
日
火
か
ら
26

　

日
水
ま
で

入
園
資
格　

平
成
24
年
４
月
１
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
（
３

　

歳
～
５
歳
児
）

申
込
方
法　

入
園
願
書
を
各
幼
稚

　

園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
願

　

書
は
、
教
育
総
務
課
と
各
幼
稚

　

園
に
あ
り
ま
す

保
育
料
な
ど　

入
園
料
、
保
育

　

料
は
平
成
27
年
３
月
に
決
定
し

　

ま
す

教
育
時
間　

午
前
８
時
か
ら
午
後

　

２
時
ま
で

預
か
り
保
育　

教
育
時
間
終
了
後
、

　

午
後
５
時
ま
で
園
児
を
預
か
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
回
当
た

　

り
８
０
０
円

問　

教
育
総
務
課

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
２
３
）

　

私
立
幼
稚
園
で
は
、
入
園
の
申

し
込
み
や
見
学
の
受
け
付
け
を
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

両
園
と
も
、
教
育
時
間
終
了

後
、
午
後
６
時
ま
で
預
か
り
保
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助
金

　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
私

立
幼
稚
園
に
通
う
園
児
の
保
育
料

な
ど
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
園
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　次世代を担う子どもたち。その子どもたちが健やかに育つため、絶対にあってはな
らない児童虐待。しかし、全国では幼い命が奪われる痛ましい事件が後を絶ちません。
　11月は児童虐待防止月間です。児童虐待防止について、あなたにできることをもう
一度考えて、実行してください。

幼
稚
園

公
立
幼
稚
園

私
立
幼
稚
園

〇自分の子育てを振り返ってみてください
〇子育てに悩んでいたら相談してください
〇虐待を受けて苦しんでいる子どもたちは、
　がまんしないで打ち明けてください

〇周りで虐待と思われる事実を知ったときは、
　児童相談所や市の窓口に連絡してください
　（連絡した人の秘密は守ります）

〇連絡・通告先は福祉こども課へ（☎66・6631内線141）
〇児童相談24時間ダイヤル（県総合福祉相談所）（☎0776・24・3654）　　〇大野警察署（☎65・0110）

※児童虐待とは、殴る・蹴るなどの身体的虐待だけでなく、学校に登校させない・病院に連れて行
　かない・衣類や住居が極端に不衛生であるなどのネグレクトや、ほかの兄弟姉妹と極端に差別する・
　子どもの前で家族の誰かに暴力を振るうなどの心理的虐待も含みます。

女性に対する暴力をなくす運動
（11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です）

　暴力は、その対象の性別や加害者、被害者の間柄を問わず、決して許されるものではありま
せん。特に、配偶者などからの暴力（ＤＶ）、性犯罪、売買春・人身取引、セクハラ、ストーカー
行為など女性に対する暴力は、人権を著しく侵害するもので、男女共同参画社会を形成してい
くうえで克服すべき重要な課題です。この運動をきっかけに、女性に対する暴力について考え、
暴力のない社会づくりをすすめましょう。
相談窓口
〇奥越健康福祉センター（配偶者暴力被害者支援センター）（☎66・2076）
〇大野警察署（☎65・0110）

園　名 電話番号 所在地

上庄幼稚園 64・1140 稲郷27-11

阪谷幼稚園 67・1070 伏石11-14

富田幼稚園 66・4257 上野42-17

小山幼稚園 65・2911 下舌９-１-１

※乾側幼稚園は休園中

公立幼稚園一覧

園　名 電話番号 所在地

大野幼稚園 65・3936 明倫町７-18

旭 幼 稚 園 66・4235 本町10-７

※見学、入園申し込みは随時可能

私立幼稚園一覧

あなたにできること

　オレンジリボンキャンペーン
さしのべた  その手がこどもの命綱（11月は児童虐待防止月間）
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人を結び、
　時を結び、
　　地域を結ぶ結の故郷発祥祭

昔むかし  あるところに
～大野のむかしばなしと伝説～
日時　11月３日月文化の日午前10時～ 11時、
　午後１時～２時、３時～４時
場所　結とぴあ（有終会館）
内容　大野の昔ばなしと世界の昔ばなしを語る
　○へ売りじい　○塚原の万右衛門狐
　○狐もしたったお医者さま
語り手　大野おはなしの会会員
入場料　無料
問　大野昔ばなし再話研究会　加藤さん（☎64・1523）

発祥祭

縁
えにし

のあかり
−良縁の樹イルミネーション−
　県内初の神社でのイルミネーション。春日神社境内にあ
る「良縁の樹」をライトアップし、境内一面を優しいイルミ
ネーションの明かりで彩ります。
日時　11月１日土～12月22日月午後５時～10時
場所　春日神社
入場料　無料
主催　カスガ良縁団
その他　天候などの事情により開催期間が変更になる場合
　があります

イルミネーション期間中に開催するイベント紹介

○オープニング
　日時　11月１日土午後４時30分～
　内容　春日保育園園児の演技披露、ライブ、ベリー
　　ダンス、点灯式など

〇特別企画　ゆいピーと一緒に良縁参り
　　ゆいピーの健康と活躍を願い、百日参りを行い
　ます。ゆいピーと一緒に、お子さんの健やかな成
　長を願いませんか。　
　月日　11月23日日勤労感謝の日
　時間　①午前10時～　②午後１時30分～　③午後
　　４時～

　対象　未就学児
　定員　各10家族（抽選）
　参加料　1人2000円（ご祈祷、お守り、ご朱印、 
　　土産代）
　申込方法　㈱結のまち越前おおのにある申込書に
　　必要事項を記入して、郵送かファクス、㈱結の
　　まち越前おおのに直接申し込む
　締切　11月10日月必着（抽選結果は後日連絡）
問　結の故郷発祥祭民間実行委員会事務局（㈱結の
　まち越前おおの内☎64・5519　FAX64・5610）
　〒912-0083
　大野市明倫町３－37

イメージ画像
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日時　11月23日日勤労感謝の日午前９時30分
　～午後３時
場所　エキサイト広場
タイムスケジュール
〇午前９時30分　バレーボール教室　見学自由
〇午後０時20分　オープニング
〇午後０時50分　アトラクション
　スパイクで百発百中、ドリブルつなげてリレー
〇午後１時15分　フレンドリーマッチ
　ドリームチーム対大野市選抜チーム
〇午後２時40分　ドリーム抽選会
　※午後０時30分までに入場した人対象
入場料　無料（整理券が必要）
配布場所　生涯学習課、スポーツ振興室、エキサイ
　ト広場、文化会館、各公民館、市ママさんバレー
　ボール連盟、市バレーボール協会
問　スポーツ振興室（☎66・1111内線531）

ママさんバレーボールin大野
宝くじスポーツフェア　市制60周年・結の故郷発祥祭記念

発祥祭

　江戸時代の大野を舞台に、大野藩士落合勘兵衛の活躍を描いた「無茶の勘兵
衛日月録シリーズ」の著者、浅

あさぎ

黄斑
まだら

さんが講演します。
　シリーズ第１巻「山峡の城」をテキストにした読書会も同時開催。
日時　11月16日日午後１時30分～（午後１時開場）
場所　学びの里「めいりん」
内容　読書会「山峡の城」（午後１時45分～）
　講演「無茶の勘兵衛」誕生まで（午後２時30分～）
講師　浅黄斑さん
入場料　無料
その他　読書会は事前の申し込みが必要
問　図書館（☎65・5500）

浅黄斑講演会
～図書館開館30周年記念講演会～

結の故郷越前おおの
新そばまつり2014

はつらつ

　玄ソバの故
く に

郷からこの秋一番の実りを届けます。
日時　11月22日土午前９時45分～午後４時、23日日勤労
　感謝の日午前10時～午後３時
場所　結ステーション
内容　手打ちそば販売、地場産品販売、軽トラ野菜市
価格　１杯400円、４杯券1500円
前売価格　３杯券1000円（11月21日金まで）
問　農業林業振興課（☎66・1111内線315）

ドリームチーム

大谷佐知子

多治見麻子

大山加奈

広瀬美代子

佐伯美香

杉山祥子

江上由美

永富有紀

宝来麻紀子

大古誠司

中西千枝子

田中姿子
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〇ネット上のいじめ防止対策も行っています
学校ネットパトロール
　インターネットによるいじめの早期発見と児童生徒へのいじめ防止に
取り組んでいます。

※緊急（夜間・休日）の場合は

県総合福祉事務所（児童相談所）の
相談制度を利用してください。
（☎０７７６・２４・３６５４）

　いじめ・不登校・問題行動・学校生活・親子関係などについての相談を受け付けています。寄せられた
情報は、厳重に管理し、状況に応じて関係機関に連絡・対応します。

☎ 教育なんでも相談　専用電話 ☎

フリーダイヤル　０１２０・１
い い な よ い こ

１７４１５
月曜日～金曜日　午前９時～午後４時

※留守番電話にメッセージ（電話番号、指定日時、相談内容など）を残すと、教育センターから電話します。

〇電話相談

～いじめ相談活動に積極的に取り組んでいます
～「子ども教育なんでも相談」

〇面接相談（要予約）
　不登校や発達障害など、子どもとの関わり方に悩んでいる保護者の
相談に応じます。
相談日　第１、第３木（月２回）
時間　午後３時～７時
※臨床心理士が無料で相談に応じます。秘密は厳守します。安心して
　相談してください。

問　青少年教育センター（☎66・7717）　大野市中野57ー６ー１
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平
成
25
年
度
決
算
に
係
る
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
財
政
指
標
は
、「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

企
画
財
政
課
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
３
３
）

平
成
25
年
度
財
政
指
標
を
公
表
し
ま
す

～
大
野
市
の
財
政
状
況
は『
健
全
』～

〇
健
全
化
判
断
比
率
は

基
準
内

　

財
政
状
況
を
判
断
す
る
た
め
の

指
標
で
あ
る「
健
全
化
判
断
比
率
」

は
、
下
表
の
と
お
り「
早
期
健
全

化
基
準
」の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
４
つ
の
指
標
の
う
ち

１
つ
で
も「
早
期
健
全
化
基
準
」を

上
回
る
と
、
市
の
財
政
状
況
は
黄

信
号
と
判
断
さ
れ
、
早
期
健
全
化

を
要
す
る「
財
政
健
全
化
団
体
」と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に「
財
政
再
生

基
準
」を
上
回
る
と
赤
信
号
と
な

り
、
財
政
運
営
に
国
の
指
導
を
受

け
る「
財
政
再
生
団
体
」と
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
財
政
状
況
が

悪
化
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る

と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
生
じ
ま
す
。

〇
資
金
不
足
比
率
は
な
し

　

公
営
企
業
の
経
営
状
況
を
判
断

す
る
た
め
の
指
標
で
あ
る「
資
金

不
足
比
率
」は
、
資
金
不
足
が
な

く
、
該
当
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

対
象
は
▼
簡
易
水
道
事
業
▼
農

業
集
落
排
水
事
業
▼
下
水
道
事
業

▼
水
道
事
業
で
す
。
資
金
不
足

比
率
に
お
け
る「
経
営
健
全
化
基

準
」は
、
い
ず
れ
の
事
業
に
つ
い

て
も
、
20
㌫
で
、
こ
の
基
準
を

上
回
る
と
経
営
状
況
は
、
黄
信

号
と
な
り
ま
す
。

〇
今
後
も
健
全
な

財
政
運
営
を

　

早
期
健
全
化
団
体
・
財
政
再
生

団
体
に
な
っ
た
場
合
、
税
率
の
引

き
上
げ
、
ご
み
処
理
の
有
料
化
、

市
民
生
活
に
必
要
な
事
業
以
外
の

縮
小
・
廃
止
な
ど
、
財
政
の
再
建

を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
市
の
財
政
状
況

は
、
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
公
営
企
業
で
も
資
金

不
足
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

中
長
期
的
に
健
全
な
財
政
運
営

を
行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
将
来
の
子
ど
も
た
ち
に
ツ
ケ

を
回
さ
ず
、
公
平
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
し
て
確
保
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

指標の名称 解　説 大野市 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字

比率
普通会計の実質赤字の標準財政規
模に対する比率

赤字額なし
（△ 6.77㌫） 13.25㌫ 20.00㌫

連結実質赤字
比率

全会計における実質赤字の標準財
政規模に対する比率

赤字額なし
（△ 17.29㌫） 18.25㌫ 30.00㌫

実質公債費
比率

公債費などの標準財政規模に対す
る比率（過去３年間の平均値） 5.8㌫ 25.0㌫ 35.0㌫

将来負担
比率

将来、市で負担すべき市債残高な
どの標準財政規模に対する比率 23.9㌫ 350.0㌫ なし

市の平成25年度決算に係る健全化判断比率

※標準財政規模　標準的な状態で通常収入されるとされる一般財源の規模
※実質赤字額、連結実質赤字額がないため、参考として黒字の比率を（　）内にマイナス表記

結とぴあ（有終会館）臨時休館 越前大野城周辺の立ち入りが禁止に

　市役所新庁舎との電気関係の接続工事を行
うため、全館を臨時休館します。臨時休館の
前後も館内や駐車場で工事を行っていますの
で、注意してください。
休館期間　11月８日土～９日日、22日土～
　23日日勤労感謝の日
問　結とぴあ（有終会館）（☎65・8766）

　越前大野城の施設と収蔵資料
を害虫から守り、郷土の文化遺
産を後世に残すため、燻蒸（害虫
駆除）作業を行います。期間中は
越前大野城周辺の立ち入りを禁
止します。
日時　12月１日月～４日木終日
場所　越前大野城（立ち入り禁
　止を示すロープの範囲）
立入禁止理由　燻蒸に使用する
　薬剤は、毒物に指定されてい
　て、吸入すると人体に重大な
　影響を及ぼします。作業期間
　中は、施工業者が24時間警戒
　に当たります
問　歴史博物館（☎65・5520）
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職員の採用と退職の状況
　昨年度採用した職員数は、一般職８人、現業職０人、消防職は１人でした。
退職者は一般職11人、現業職２人、消防職が２人となっています。

職員の任免と職員数の状況

職　種
平成23年度 平成24年度 平成25年度

採用者数 退職者数 採用者数 退職者数 採用者数 退職者数

一般職 6人 15人 ９人 12 人 ８人 11 人

現業職 ０人 ２人 ０人 ６人 ０人 ２人

消防職 ３人 ０人 １人 １人 １人 ２人

計 ９人 17人 10 人 19 人 ９人 15 人

分限処分の状況
　分限処分とは、公務の能率を維持することと、その適正な運営を確保する観点から、職

員がその職責を果たすことができない場合に行う処分のことです。昨年度は３人の休職処

分がありました。

　処分理由と人数　◆心身の故障　３人

懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、職務上の義務違反など公務員としてふさわしくない非行がある場合に行

う処分のことです。昨年度の懲戒処分者はいませんでした。

職員の分限と懲戒処分の状況

勤務成績の評定の状況
　地方公務員法第40条第１項の規定に基づき、職員の勤務の業績や職務に関する能力、態

度などを公平かつ統一的に把握し、人事管理ならびに職員の能力開発、育成と活用を図る

ため、平成18年度から勤務評定制度を実施しています。

〇評定区分　Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの５段階評価

〇評定結果の反映　勤勉手当の成績率および昇給に反映

職員の研修と勤務成績の評定の状況

人
事
行
政
の
運
営
状
況
公
表
ー
職
員
数
や
給
与
な
ど
ー

25
年度

　平成25年度の「大野市人事行政の運営状況」の一部を公表します。これ
は、昨年度中に採用や退職した職員数をはじめ、職員の給与や手当の状
況をお知らせするものです。
　大野市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条に規定する
すべての項目は、市役所掲示板と市ホームページで公表しています。
問　総務課（☎66・1111内線242）
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職員の給与の状況

平均給与と平均年齢の状況
（平成26年４月１日現在）

【一般行政職　231人】
　平均給料月額　31万9500円
　平均給与月額　38万3650円
　平均年齢　42.1歳
※一般行政職とは、税務職、医師、保健師、
　保育士、幼稚園教諭、企業職、現業職、
　消防職を除いた職のことです。
※給料とは、給料表に基づき毎月支給され
　る基本給を指し、その給料に扶養手当や
　通勤手当などの諸手当を含んだものを給
　与といいます。

【現業職　37人】
　平均給料月額　28万9700円
　平均給与月額　30万4881円
　平均年齢　47.1歳

【消防職　54人】
　平均給料月額　31万200円
　平均給与月額　39万1130円
　平均年齢　41.0歳

一般行政職、学歴別の初任給と
経験年数別平均給料月額の状況

（平成26年４月１日現在）

◆学歴別の初任給
　【大学卒】  16万1600円（国17万2200円）
　【高校卒】  14万100円（国14万100円）

◆経験年数別平均給料月額
　【大学卒】  ５～ ６年勤務　20万1800円
　　　　　 10～14年勤務　27万2200円
　　　　　 25～29年勤務　38万3200円
　【高校卒】 25～29年勤務　35万3900円
※経験年数は、卒業後直ちに採用され、引
　き続き勤務している年数です。

一般行政職の級別職員数の状況
（平成26年４月１日現在）

１級（主事・技師）　　 22人（構成比9.5㌫）
２級（主事・技師）　　 15人（6.5㌫）
３級（主査）　　　　　 43人（18.6㌫）
４級（主査・企画主査） 90人（39.0㌫）
５級（課長補佐）　　　 36人（15.6㌫）
６級（課長）　　　　　 20人（8.7㌫）
７級（部長）　　　　　  ５人（2.1㌫）

人件費の状況（平成25年度・普通会計決算）
　昨年度、普通会計決算で人件費の占める割合（Ｂ/Ａ）は
17.5㌫でした（24年度は19.8㌫）。人件費には特別職に支給
される給料、報酬などが含まれています。

住民基本台帳人口 
（平成26年３月末現在） 歳出決算額（Ａ） 人件費（Ｂ）

３万5487人
183億3484万

8000円
32億585万

6000円

職員給与費の状況（平成26年度・普通会計当初予算）
　平成26年度普通会計当初予算に計上されている職員数は
343人（特別職・教育長を含まず）。その職員に対する職員給
与費は下表のとおりです。
　１人当たりの給与費は、591万円となります。

給料 職員手当 期末・勤勉手当

12億9978万
1000円

２億5280万
9000円

４億7473万
7000円

給与費合計　20億2732万7000円

職員手当の状況
◆扶養手当（平成26年４月１日現在。額は全て国と同額）
　 ▽配偶者　月額１万3000円
　 ▽配偶者以外　１人につき月額6500円
　（ア）職員に配偶者がいない場合は、そのうち１人につき月
　　　額１万1000円
　（イ）扶養親族のうち満16歳に達する年度初めから22歳に
　　　達する年度末までの間の子１人につき月額5000円加算
◆期末・勤勉手当（平成25年度、６月期と12月期に支給）

区　分 期末手当 勤勉手当 計

６月期 1.225月 0.675月 1.90月
12月期 1.375月 0.675月 2.05月
合　計 2.60月 1.35月 3.95月

※職制上の段階や職務の級などによる加算措置があります。
※勤勉手当の月数は、支給額の上限であり。実際の支給率は
　勤務成績の評定結果により異なります。
◆退職手当（平成26年４月１日現在）
　勤続20年（自己都合21.62月、勧奨・定年27.025月）
　勤続25年（自己都合30.82月、勧奨・定年36.57月）
　勤続35年（自己都合43.70月、勧奨・定年52.44月）
※最高限度額は自己都合、勧奨・定年ともに52.44月。定年
　前早期退職特例措置（２㌫～ 20㌫加算）あり。

特別職の給料、報酬等の状況
区　分 期末手当 期末手当
市　長 84万3000円

 ６月期　1.40月分
12月期　1.55月分
    計　   2.95月分

副市長 71万円
議　長 44万8000円
副議長 37万7000円
議　員 35万7000円

（平成26年４月１日現在）
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